





























用意しながら， iスピノチスムスは，かれの金生渡の根底に流れているものとわた くしは 信ず
るJ(7頁)と断ぜられ，本論文は第一期フランクフルトの少年時代からライプチヒ時代をへ
て第二次フラ ンクフルト時代まで以下第五期イタリアの旅以後晩年までの金生涯についてその
根底に流れているスピノチスムスの発展を跡づけようとする。
いま本論文の内容を詳細に紹介する余裕はないが‘第六主主(無私と諮念)において展開され
た，スピノザ流の無私とゲーテ流の諦念との弁3正法的発展の論証は筆者ーにとって最も感銘の深
い部分であり， i行動の原理を導入するところにスピノザをこえたゲーテ独得の締念があるJ
(150頁)とか，i合法則性的必然性の認識によって行為の意義の不滅性を知るJ(149頁) と
かいう時に作用する原理は例の「極性と高昇」ではなかろうかと思いついたことを付言すると
もに，最後にフマニテートの典型的な聖典『イフィゲーニエ』においてさえ恐るべき反抗の系
列が深淵としてひそめられ，しかもそれがいかにして克服されたかという弁証法にこの作品の
締念と従順の真意があるという著者の立言には全面的に賛意を表する。
ゲーテのいう「存在のピラミット」の広大な裾野を形づくる巨大な石の一つ一つがかれの自
然科学であり，批界観であり，人生観であり ，またそれらを一本にll<スピノチスムスでもあ
る(104頁)という著者の根本理念に基づきながら，第二論文(ゲーテ哲学の根本問題)は主と
して意識と実在，観念論と唯物論，主体と客体，理論と実践等の対立概念および統一概念とし
ての発股性.メタモルフォーゼの理念についてゲーテの考方を例証し，第三論文はゲーテの芸
;3 
術理論がその古典的形式 (Stil)論において頂点に速することを論証し，第四論文はゲーテの自
然科学研究がその芸術活動と同じく会人的な行為であったという見地から出発して，自然を常
に全体として見るのがゲーテの根本態度であるとし，最後に例の根源現象の論述に至っている。
著者は第一論文で資料として『詩と真実』を盛'&rに使用しているが，その際にJ感じられるこ
とは，この資料に対する著者の理解が突に深切を極めている点である。若きゲーテのスピノチ
スムスを論証する根本資料としてはその『持とA実』が最も重要な文献であることにもよるで
あろうが，著老には一方でこの資料の取扱方について笑はちゃんとした一家限があったのであ
り，第五論文は詩とA笑とのかね合いを，より商い其突の確証，仮象によってより高い現実の
虚構に見出す一種の象徴主義に見るべきことを言語断し， w詩とn笑』の資料性に確実な方法論
的基礎をおいた。
最後の第六論文は講演体のエッセイで，形式上は必ずしも学術論文とは言い難いが，その所
論は著者の学殖をを駆使して上記諸論文においても吐露された見識を経緯としてこの通俗的テ
ーマに結論というよりは一つの独自な照明を投げかけたものである。要するに本書は本邦のゲ
ーテ研究に新風を吹きこんだ本格的研究業績であり，本書:から多大の啓発を受けたのは筆者一
人ではないと信じ著者に対レ心から敬意と感謝を捧げたい。(中野康存)
